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日本海員掖済会通常会員証
明治34年（1901）
（当館蔵）

日本海員掖済会は明治13年（1880）８月、イギリスのセーラーズ・ホームをモデルにして設立された海員
のための福祉団体であり、宿泊所提供・教育訓練・医療福祉・遺族保護などの事業を行った。現在は公益社
団法人になっている。この資料の当時、総裁は有栖川宮威仁親王（海軍少将）、会長は赤松則良（海軍中将）。
同会設立にあたっては海軍・海運関係者等54名が発起人となったが、赤松のほか、矢田堀鴻・塚本明毅・伴
鉄太郎・山本淑儀・中村六三郎・松山温徳ら少なからぬ沼津兵学校関係者が含まれた。ほかに発起人には、
浜口英幹・荒井郁之助・沢太郎左衛門・小笠原賢蔵・五藤国幹・福井光利・徳田幾雄・本山漸・新井保之助・
森田盛嗣・蛯子末次郎・古川庄八ら、長崎海軍伝習所・軍艦操練所で学び、箱館戦争に参戦した者などが名
を連ね、明治の海軍・海事分野における旧幕臣・幕府海軍出身者の存在感の大きさを示している。なお、沼
津兵学校関係者では、赤松が委員長・会長・理事・常議員、中村が主幹・理事・常議員、松山が理事・委員・
常議員、伴・塚本・矢田堀・山本が委員、田口卯吉が常議員をつとめた。
〔参考文献〕『日本海員掖済会八十年史』（1960年、同会）



江
原
素
六
は
、
自
ら
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
記
し
た
自
伝
を
幾
つ
か
の
書
籍
・
雑
誌
に
何

度
も
掲
載
し
た
。
多
く
は
内
容
的
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
若
干
の
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
原
稿
を
求
め
ら
れ
提
出
す
る
際
に
、
あ
え
て
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
用
意
し
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
「
鈴
木
六
三
郎
」（
本
当
は
録
之
助
の
こ
と
）
と
い
う
人
物
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
る
も
の
は
、
雑
誌
『
活
青
年
』
第
二
巻
第
三
号
（
一
九
一
一
年
三
月
、
中

央
青
年
会
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
江
原
素
六
翁
自
叙
伝
」
だ
け
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま

ず
は
、
そ
の
部
分
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

第
三
余
の
康
福
な
る
記
憶
の
一
、
余
の
生
れ
た
る
所
は
戸
数
凡
そ
五
十
戸
余
あ
り
し
が

前
に
も
陳
べ
し
如
く
其
う
ち
に
て
机
の
あ
る
家
は
、
僅
々
た
る
者
に
し
て
、
少
し
く
離

れ
た
る
所
に
、
鈴
木
六
三
郎
と
い
ふ
人
あ
り
郷
党
の
人
、
之
を
変
人
と
し
て
敬
し
て
遠

け
た
り
し
が
、
此
人
早
く
よ
り
洋
学
に
志
し
、
幕
府
最
初
の
海
軍
士
官
と
し
て
錚
々
た

る
者
な
り
し
が
、
か
の
対
馬
問
題
の
時
、
大
颶
風
に
遭
ひ
同
港
に
於
て
軍
艦
と
共
に
沈

没
せ
し
が
、
余
は
其
人
に
深
く
愛
せ
ら
れ
し
こ
と
は
、
今
も
尚
ほ
忘
る
ゝ
能
は
ず
。

右
の
引
用
文
か
ら
は
、
江
戸
角
筈
五
十
人
町
（
現
東
京
都
新
宿
区
）
に
あ
っ
た
江
原
家
の

近
所
に
鈴
木
が
住
ん
で
い
た
こ
と
、
近
隣
の
人
々
か
ら
は
変
人
と
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
洋

学
を
学
び
幕
府
海
軍
士
官
に
な
っ
た
こ
と
、
対
馬
に
派
遣
さ
れ
た
際
、
同
地
で
軍
艦
が
沈
没

し
亡
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。
江
原
家
と
鈴
木
家
が
す
ぐ
近
く
に
位
置
し
て
い
た
こ

と
は
、
素
六
の
父
「
江
原
帯
刀
」
と
「
鈴
木
録
之
助
」
の
名
前
が
入
っ
た
江
戸
切
絵
図
か
ら

も
裏
付
け
ら
れ
る
（
嘉
永
四
年
『
内
藤
新
宿
新
屋
敷
辺
之
図
』、『
沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
』

第
九
〇
号
に
も
写
真
掲
載
）。
微
禄
の
幕
臣
ば
か
り
が
集
ま
っ
た
五
十
人
町
に
は
、
自
宅
に
机

が
あ
る
家
は
わ
ず
か
で
、
教
育
環
境
も
悪
か
っ
た
ら
し
い
。
少
年
時
代
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ

う
、
ご
近
所
だ
っ
た
鈴
木
か
ら
可
愛
が
ら
れ
た
と
も
記
す
が
、
と
も
に
学
問
好
き
だ
っ
た
二

人
は
、
年
齢
の
差
を
超
え
て
交
流
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
江
原
は
「
録
之
助
」
を
「
六
三
郎
」

と
間
違
え
て
記
憶
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
鈴
木
録
之
助
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
事

実
が
他
の
文
献
等
か
ら
判
明
す
る
。

鈴
木
は
軍
艦
操
練
所
で
学
ん
だ
と
思
わ
れ
、
小
普
請
明
支
配
も
し
く
は
小
普
請
組
・
岡
田

将
監
支
配
か
ら
軍
艦
操
練
教
授
方
手
伝
出
役
を
経
て
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
御
軍
艦
操
練

所
伺
等
之
留
」）、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
七
月
一
二
日
富
士
見
御
宝
蔵
番
格
御
軍
艦
組
に

な
っ
た
（『
続
徳
川
実
紀
』
第
四
篇
）。
同
年
一
二
月
か
ら
翌
年
三
月
に
か
け
運
用
方
と
し
て

咸
臨
丸
に
乗
艦
し
、
領
有
権
主
張
の
前
提
と
な
る
調
査
の
た
め
小
笠
原
諸
島
に
派
遣
さ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
江
原
も
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
六
月

か
ら
対
馬
藩
主
宗
義
達
を
京
都
か
ら
藩
地
へ
送
る
た
め
（『
改
訂
対
馬
島
誌
』、
一
九
四
〇
年
）、

昌
光
丸
に
乗
船
し
て
対
馬
へ
出
張
し
た
も
の
の
、
七
月
三
日
、
停
泊
し
て
い
た
同
地
の
府
中

港
に
お
い
て
難
船
に
よ
り
事
故
死
し
た
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
何
人
か
の
人
物
が
記
録

を
残
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
軍
艦
奉
行
木
村
芥
舟
は
「
昌
光
丸
去
三
日
於
対
州
沈
没
之
旨
、

今
日
御
用
状
来
候
よ
し
、
矢
田
堀
ゟ
申
越
、
愍
然
　
鈴
木
録
大
工
一
人
水
夫
一
人
溺
亡
、
其

余
者
得
免
」（
七
月
晦
日
条
、『
木
村
摂
津
守
喜
毅
日
記
』、
一
九
七
七
年
、
塙
書
房
）
と
日
記

に
認
め
た
。

鈴
木
死
亡
時
の
状
況
は
、
当
時
軍
艦
奉
行
並
の
任
に
あ
っ
た
勝
海
舟
の
日
記
や
佐
藤
政
養

（
与
之
助
）
の
海
舟
宛
書
簡
が
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
乗
組
員
の
多
く
が
上
陸
し
、
船
に

は
鈴
木
の
ほ
か
、
高
山
隼
之
助
・
近
藤
馬
之
助
・
鈴
木
清
三
郎
・
森
本
幸
作
ら
士
官
五
名
と

水
夫
・
火
焚
ら
が
残
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
に
わ
か
に
襲
来
し
た
激
し
い
台
風
の
た
め
碇
の
鎖

な
ど
も
切
断
さ
れ
、
船
は
波
止
場
へ
と
吹
き
寄
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
乗
っ
て
い
た
人
々
は

余
儀
な
く
陸
上
へ
飛
び
移
っ
た
が
、
鈴
木
は
誤
っ
て
海
に
転
落
し
て
し
ま
い
、
船
と
岸
壁
の

間
に
挟
ま
れ
落
命
し
た
。
水
夫
と
火
焚
も
各
一
名
が
死
亡
し
た
。
そ
し
て
、
佐
藤
は
「
不
慮

之
変
事
、
奉
驚
入
候
」「
残
念
之
事
に
御
座
候
」「
長
歎
仕
候
」
な
ど
と
記
す
（「
海
舟
日
記
」

八
月
七
日
条
、『
勝
海
舟
全
集
18
』、
一
九
七
二
年
、
勁
草
書
房
、
七
月
二
五
日
付
海
舟
宛
佐

藤
書
簡
、『
勝
海
舟
全
集
　
別
巻
　
来
簡
と
資
料
』、
一
九
九
四
年
、
講
談
社
）。

昌
光
丸
沈
没
が
幕
府
海
軍
の
中
で
は
大
事
件
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
艦
は
、
原
名
を

ナ
ン
キ
ン
と
い
い
、
一
八
六
〇
年
イ
ギ
リ
ス
製
、
八
一
ト
ン
の
蒸
気
船
で
あ
り
、
四
万
ド
ル

余
の
価
格
で
幕
府
が
購
入
し
た
も
の
だ
っ
た
（「
海
軍
歴
史
」『
勝
海
舟
全
集
13
』、
一
九
七
四

年
、
勁
草
書
房
）。
沈
没
の
二
ヶ
月
ほ
ど
前
、
将
軍
徳
川
家
茂
が
順
動
丸
に
乗
り
摂
海
視
察
を

行
っ
た
際
は
、
昌
光
丸
も
お
伴
を
し
、
乗
組
員
の
録
之
助
ら
に
も
褒
美
が
下
さ
れ
た
（「
海
舟

日
記
」
五
月
八
日
条
）。
対
馬
派
遣
は
当
初
、
朝
鮮
事
情
の
探
索
を
目
的
に
勝
海
舟
が
指
令
さ

れ
た
も
の
で
、
順
動
丸
と
二
艦
で
行
く
は
ず
だ
っ
た
が
、
将
軍
の
江
戸
帰
還
に
順
動
丸
が
使

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
海
舟
の
出
張
も
取
り
消
さ
れ
た
と
い
う
い
き
さ
つ
が
あ
る
。

江
原
は
海
軍
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
鈴
木
と
の
交
友
関
係
が
ど
れ
ほ
ど
続
い
て
い
た
の
か

は
わ
か
ら
な
い
。
事
故
当
時
は
講
武
所
砲
術
教
授
方
で
あ
り
、
二
二
歳
だ
っ
た
。
録
之
助
没

後
、
同
年
一
一
月
四
日
、
鈴
木
家
は
足
高
を
そ
の
ま
ま
支
給
さ
れ
る
と
い
う
厚
遇
で
実
子
惣

領
の
彦
太
郎
が
継
い
だ
（『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋
日
記
』
第
十
一
巻
）。
維
新
後
に
な

る
と
、
同
家
は
遠
州
相
良
に
二
等
勤
番
組
と
し
て
移
住
し
た
が
、
当
時
の
当
主
は
甚
内
と
い

い
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
時
点
で
一
七
歳
の
少
年
だ
っ
た
。
甚
内
の
履
歴
明
細
短
冊
に

は
、「
元
高
弐
拾
俵
弐
人
扶
持
」「
世
扶
持
五
人
扶
持
」「
祖
父
鈴
木
龍
之
助
死
宮
内
卿
殿
近
習

番
介
相
勤
申
候
」「
父
鈴
木
録
之
助
死
小
十
人
格
御
軍
艦
組
相
勤
申
候
」
な
ど
と
記
さ
れ
る

（
牧
之
原
市
相
良
史
料
館
所
蔵
「
遠
江
国
相
良
勤
番
組
士
族
名
簿
」）。
甚
内
は
彦
太
郎
の
改
名

で
あ
ろ
う
。
静
岡
藩
に
お
い
て
江
原
が
鈴
木
の
遺
族
の
消
息
を
知
っ
て
い
た
か
否
か
は
わ
か

ら
な
い
。
鈴
木
甚
内
の
そ
の
後
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
。

江
原
素
六
と
そ
の
周
辺 
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幕
府
海
軍
士
官
鈴
木
録
之
助
と
昌
光
丸
沈
没
事
件



実
は
、
江
原
が
沼
津
で
同
僚
と
な
っ
た
塚
本
明
毅
（
沼
津
兵
学
校
一
等
教
授
方
）
は
、
昌

光
丸
沈
没
時
の
「
頭
取
代
乗
組
」（
事
実
上
の
艦
長
、
二
月
か
ら
拝
命
）
で
あ
り
、
上
陸
し
て

い
た
た
め
助
か
っ
た
の
だ
っ
た
（
塚
本
の
履
歴
は
拙
稿
「
沼
津
兵
学
校
関
係
人
物
履
歴
集
成
」

『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
』
22
）。
鈴
木
と
塚
本
は
小
笠
原
諸
島
派
遣
で
も
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
。

江
原
と
塚
本
は
、
共
通
の
知
人
で
あ
る
鈴
木
に
つ
い
て
語
り
合
う
機
会
も
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

ち
な
み
に
同
じ
沈
没
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
が
ら
、
生
き
残
っ
た
高
山
隼
之
助
（
静
岡
藩

海
軍
学
校
一
等
学
校
役
・
運
送
方
一
等
）、
近
藤
格
（
馬
之
助
・
主
馬
、
箱
館
戦
争
で
は
回
天

乗
組
員
と
し
て
宮
古
湾
海
戦
に
も
参
加
、
海
軍
機
関
大
佐
）、
鈴
木
忠
朝
（
清
三
郎
、
箱
館
戦

争
参
加
、
海
軍
兵
学
寮
兵
学
中
助
教
）、
森
本
弘
策
（
箱
館
戦
争
で
千
代
田
形
船
将
、
逓
信
省

官
吏
）
ら
は
、
そ
の
後
の
歴
史
に
名
を
残
し
た
。
録
之
助
も
存
命
で
あ
れ
ば
、「
海
の
男
」
と

し
て
そ
れ
な
り
の
活
躍
を
続
け
た
で
あ
ろ
う
。�

（
樋
口
雄
彦
）

「江原帯刀」と「鈴木録之助」の住まいが近所だったことがわかる。

嘉永４年（1851）江戸切絵図「内藤新宿新屋敷辺之図」
（当館蔵）

赤枠部分を拡大



　「江原学習」とは、小学校の総合学習の一つとして

地域の偉人を知る学習です。明治史料館のある金岡

地区では、4年生になると江原素六先生について調べ

ます。今年も金岡・沢田・門池・開北小学校の4校が個

人やグループで様々な作品にま

とめ上げました。子どもたちの

素直な目で見た江原素六先生像

が浮かび上がります。ぜひご覧

ください。

　明治史料館では毎年、沼津信用金庫本店（大手町）の「ぬましんストリートギャラリー」にて館蔵

資料展を開催しています。18回目となる今年は9月2日（木）から10月14日（木）まで、「狩野川」

をテーマに開催します。

　時代を超えて沼津のまちを流れる狩野川は、この地で暮らす人々に潤いと恵みをもたらしてき

ました。人々はその川姿を絵図や絵葉書、写真や絵画など様々なかたちで表現しており、当館には

各時代の狩野川の様子を伝える資料が多くあります。本展では、狩野川の自然と人の暮らしとが

織りなす沼津のすがたを、目にも楽しい資料を通じて紹介します。

日　時　　8月5日（木）　10時～15時

会　場　　沼津市明治史料館

内　容　　「博物館」と「学芸員」についての講義、

　　　　　館内見学、資料の取り扱いなどの実技

対　象　　市内在住または在学の高校生

定　員　　10人（先着）

参加費　　無料

持ち物　　筆記用具、飲み物、昼食

申込み　　7月22日（木）～8月4日（水）

　　　　　9時から16時30分に直接または電話で　

日　時　　8月9日（休）、11日（水）　雨天中止

　　　　　①9時～12時 ②13時～16時

内　容　　海軍技術研究所跡、御成橋被弾跡などを

　　　　　バスで回ります。

対　象　　市内在住・在学の小学4～6年生とその保護者

定　員　　各回5組10人（抽選）

参加費　　保険料 1人24円、資料代（希望者） 1冊300円

持ち物　　筆記用具、飲み物、タオル、帽子

申込み　　希望日時、参加者の氏名（ふりがな）、参加当日

　　　　　の年齢（子は学校名・学年）、性別、住所、連絡先

　　　　　を明記して直接、電話、FAX、メールで。

　　　　　7月28日（水）16時30分（必着）

日　時　　8月12日（木）　9時30分～12時

会　場　　沼津市明治史料館ほか　

内　容　　戦争体験者による講話、弾薬庫跡見学（雨天時

　　　　　は展示解説）、すいとん試食

対　象　　市内在住・在学の小学4～6年生

定　員　　10人（抽選）

参加費　　保険料 1人24円

持ち物　　筆記用具、飲み物、タオル、帽子

申込み　　参加者の氏名（ふりがな）、学校名、参加当日の

　　　　　年齢、性別、住所、連絡先を明記して直接、電話、

　　　　　FAX、メールで。

　　　　　7月28日（水）16時30分必着

日　時　　9月4日～10月2日の土曜日（全5回）

　　　　　9時30分～11時30分

会　場　　沼津市明治史料館2階講座室

内　容　　郷土の資料をテキストに、古文書の読み方を

　　　　　学びます。

対　象　　初めて古文書に触れる方

定　員　　30人（先着）

参加費　　無料

持ち物　　筆記用具、くずし字辞典（持っている方）

申込み　　7月22日（木）から9月3日（金）

　　　　　9時から16時30分、直接または電話で　

　昨今、沼津の夏の風物詩である狩野川花火大会の

中止をはじめ、川沿いに人々が集うことが難しい状

況が続いています。平穏な日常が戻り、狩野川周辺

が再び賑わいをみせることを願い、本展を開催しま

す。展示を通じて狩野川の新たな一面を見つけてい

ただけると幸いです。

昭和18年（1943）頃の永代橋

　欄干に片仮名の「ヌ」と松葉を組み合わ
せた沼津の市章が入り、おしゃれな街灯
も設置されています。

絵葉書 スケッチぬまづ 
「狩野川の花火」

　沼津市出身の画家である志賀旦山氏の作
品を、絵葉書に仕立てたものの一枚です。

永代橋下の魚市場
中野勇雄氏撮影

　沼津港が整備される前、
昭和13年（1938）6月頃
に撮影された写真です。永
代橋付近の狩野川右岸が
魚市場として利用されて
いました。

訂正とお詫び

　連載記事「江原素六とその周辺」

の番号に誤りがありました。

・通巻143号（2020年10月）3頁

　江原素六とその周辺58 →59

・通巻144号（2020年１月）2頁

　江原素六とその周辺59→60

の誤りでした。

　訂正してお詫び申し上げます。
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江原学習作品展
～子どもたちが見た江原素六～ 開催中


